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あなたは誰の手を引いて逃げますか？
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なぜ今必要なのか

　呻国Ｚ・きた四|||・贈Ｓｌｚ・１．日恚７もｉ・６月ｌｉ・警笛内一一・jl･li
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り
川
９
の
能
一
。
一
一
座
に
位
一
す
る
輸

９
丙
旧
門
旧
ｒ
。
こ
こ
は
、
価
峻
以
上

の
ｇ
鮫
一
の
Ｉ
合
び
総
人
口
の
収
％
を

Ｓ
・
／
る
ｈ
ほ
て
酋
‐
。

　
ｉ
成
句
年
３
月
『
こ
の
Ｉ
を
突
然
震

忿
６
強
の
吟
辰
ぴ
傭
い
ま
し
た
。

　
連
名
か
ね
温
し
、
住
宅
の
全
ｊ
ｔ
ｌ

だ
昿
干
瞳
に
及
ぶ
な
ど
大
き
な
唯
一
を

？
け
よ
し
た
び
、
死
者
、
。
行
方
不
明
者

と
も
に
セ
ロ
と
、
哩
害
を
墨
小
珊
に
震

い
止
ｒ
．
１
こ
と
ひ
で
き
ま
し
た
。

　
こ
刀
時
差
に
。
収
、
民
生
児
畳
要
一
か

作
成
し
ご
い
た
一
高
齢
Ｓ
専
Ｉ
Ｉ
噂
著

？
タ
ブ
ー
。
弓
祉
マ
り
１
こ
の
９
在
り

や
○
よ
し
だ
』
。
・
’
・
ｎ
は
、
寝
た
き
り
や

一
人
澗
り
し
、
！
吻
一
人
に
な
る
脚
釈

希
な
ど
の
い
る
世
帯
を
色
別
に
マ
ー
ク

し
た
始
㈲
で
ー
。

　
こ
の
池
‐
図
を
も
と
に
、
附
冊
間
で
９

ふ
‥
確
認
際
．
ｈ
わ
η
、
行
方
不
明
者
岑
一

入
も
出
芦
７
に
ｙ
祠
か
一
難
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
尊
。

　
過
疎
伊
か
進
み
、
ひ
と
Ｉ
り
暮
ら
し
か

｀
‥
７
、
画
一
１
一
い
う
哭
有
弱
右
両
得

か
敦
う
の
か
。
「
き
箆
び
必
要
な
Ｉ
ア
」
、

廸
隋
で
侍
る
太
一
φ
の
必
蓼
性
を
鴫
じ

り
ス
ト
作
９
に
収
り
組
み
附
め
た
哨
で

Ｄ
ｒ
．

　
一
在
、
会
津
坂
下
町
の
高
齢
者
｛
Ｓ

歳
以
上
｝
の
人
口
は
５
．
２
３
７
名
で
、

高
齢
化
率
は
Ｓ
・
７
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
そ
の
う
台
、
一
人
一
５
し
を
し
で
い

る
高
齢
弓
は
４
０
Ｄ
包
男
に
の
ぼ
る
と

い
り
ｎ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｉ
族
と
一

r
r
J
て
い
て
も
、
日
中
味
灯
ｉ
や
李
咬

に
み
ん
な
が
出
て
し
ま
い
、
日
中
一
人
、

７
は
高
齢
剱
の
み
で
生
濤
し
て
い
る
方

を
白
む
９
る
と
、
さ
ら
に
多
く
の
咆
帯

に
の
ほ
り
ま
Ｉ
。

●鐘壇７闘Å□‐迪

－一一 　り､}女
F

7｢､7匈怖きR卸ﾖﾌ|在

回
571

犯！

jμ

jl£

.り

「

言
　
こ
の
よ
』
つ
な
状
況
で
、
も
し
日
中
に

災
！
が
ｉ
き
た
ら
。

　
そ
』
つ
！
え
た
と
き
、
災
寅
か
起
唇
て

も
呟
一
を
晟
小
限
に
貪
い
止
め
る
た
め

に
、
会
津
坂
下
町
で
は
、
一
人
専
ら
し

の
高
齢
者
を
中
心
に
『
災
寓
時
』
哩
護

者
避
難
支
睡
ブ
ー
フ
ン
』
へ
の
晋
一
を
呼

び
か
け
て
き
ま
し
た
。

　
犯
同
１
日
現
在
、
こ
の
プ
ー
フ
ン
に
』

極
度
楢
と
し
て
３
４
９
名
、
そ
の
叉
援

者
と
し
て
４
８
７
名
の
方
か
ら
申
請
か

あ
り
、
脅
録
さ
れ
て
い
ま
Ｉ
。

　
大
珊
珊
な
呪
言
か
発
生
し
た
場
ａ
、

高
齢
唇
や
陶
が
い
唇
な
ど
の
い
わ
ゆ
る

「
災
害
時
荼
一
一
者
一
は
、
自
カ
で
の

避
葦
や
情
報
の
入
一
か
困
腎
で
あ
る
な

ど
、
琴
有
を
受
け
や
す
い
Ｓ
い
立
網
に

而
り
１
可
。
そ
の
た
め
、
災
害
騎
一
一

一
価
一
‐
駒
耀
で
迅
一
的
確
に
助
け
合

う
仕
咽
み
つ
く
り
か
求
め
り
れ
て
い
る

の
で
！
。

弗
災
頁
一
時
喪
採
噂
壽
－
一
斑
Ｓ
漑

皿「
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こ
の
フ
ラ
ン
に
と
っ
て
Ｉ
大
の
障
害

と
な
っ
た
の
は
ｅ
人
情
話
の
保
撫
と
い

う
考
え
汽
で
し
か
。

　
し
か
し
、
災
冥
劈
に
は
人
の
命
か
伺

ぷ
り
大
切
で
、
個
人
情
一
を
特
疋
の
人

だ
け
か
ｓ
っ
て
い
て
も
対
応
で
き
な
い

こ
と
は
、
誇
ら
か
知
っ
て
い
る
こ
と
で

　
町
で
は
そ
っ
い
り
た
不
安
を
幇
泗
し
、

こ
の
プ
ラ
ン
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
各
地
区
を
同
○
、
一
明
し
て
き
ま

し
た
。

　
そ
の
唄
明
を
守
け
、
§
一
区
で
は
区

抑
を
は
じ
め
と
ｉ
る
区
役
一
、
民
男
児

學
ｔ
宍
肖
防
朗
を
ぶ
Ｉ
い
に
区
六
瑞
を

間
Ｊ
、
ｙ
‐
ハ
マ
ど
μ
詐
Ｊ
を
た
め
に
ぐ
つ

戎
れ
ほ
い
い
の
か
、
ｎ
い
命
い
び
Ｉ
粒

ら
れ
ま
６
茫
。

　
耽
域
の
ぼ
一
Ｆ
す
奥
び
同
一
に
Ｉ
．
郭
７

ゐ
た
め
』
は
洲
う
す
ｔ
ば
い
い
の
｀
哨

一
鮭
康
海
け
Ｉ
ど
”
が
ｙ
い
の
か
・
．

　
安
今
に
避
難
４
ろ
に
４
邱
．
Ｍ
－
必
曹

な
の
な
・
．

-
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ま
た
、
ほ
拾
ｐ
や
民
生
旧
蜷
蜀
柵
ひ

ｆ
れ
ぞ
む
の
ｔ
町
を
個
別
に
訪
問
し
、

Ｒ
ご
ん
Ｉ
暉
孵
脊
季
め
な
か
ｂ
ｌ
掻
ｉ

界
の
目
。
’
ト
作
’
沁
と
、
支
狗
ｒ
へ
６
＆

卵
が
Ｉ
ｉ
Ｄ
ｒ
ま
Ｌ
ｔ
。
。

　
各
鴎
ほ
で
‥
Ｉ
ト
作
成
巾
作
業
μ
芦
一

心
．
ｆ
‘
『
心
『
汗
弛
ａ
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ｉ
か
い
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ね
る
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血
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ｐ
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．
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Ｆ
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こ
こ
訳
汗
、
・
；
‘
外
て
大
規
唄
な
目

＆
s
s
.
i
l
&
.
i
.
r
.
て
い
ま
Ｉ
び
、
気
多

　
じ
『
ｊ
ｑ
ツ
ｉ
／
―
険
［
殴
駈
に
な
っ
て

　
”
’
一
石
ｔ
Ｊ
－
、
ｊ
し
て
尼
人
嘸
で

Ｔ
４
’

４
一
ｊ
Ｊ
ｒ
’
ｌ
ｇ
、

　
『
Γ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
　
』
一
一
汁
こ
、
ｊ
λ
ｊ
啼
脊
・

一
ｒ
ｓ
ｊ

ｔ
一
一

‘
勝
ち
吏
一
・
だ
刄
て
は

j
i
.
i
‐
‐
‐
l
!
‐
l
s
｡
b
S
S
S
S

9
M
I
‐
X
Ｌ
『
・
・
－
Ｌ
Ｉ
一
ｘ
．
こ
な
｛
一
に
｝
マ
ー

i
L
1
1
1
U
9
…
・
‘
『
剪
こ
な
り
ま
し
ｅ
。

飯塚清子
民生児一汲伺

　
民
生
児
�
委
ｉ
の
仕
事
ｉ
ｌ
け
た
の

は
昨
年
の
Ｑ
月
で
す
。
晒
寺
地
区
の
お

年
よ
り
は
元
気
な
方
ぽ
か
り
で
１
が
、

い
つ
も
一
同
か
あ
’
一
た
ら
、
い
コ
で
も

一
を
り
す
こ
く
だ
き
い
ｔ
。
一
と
Ｉ
む

け
を
し
こ
ジ
栗
ｊ
。

　
こ
冗
け
筝
布
し
て
『
♭
て
哨
来
へ
７
．
不

〔
女
を
葱
－
〕
る
こ
と
ぴ
吏
り
ｔ
ｌ
．
―
尤

憲
疸
ふ
今
い
に
む
息
子
夫
婦
と
同
Ｅ
し

て
お
り
、
と
て
弓
Ｌ
Ｓ
、
‘
乙
で
す
な
、

ｇ
一
一
り
し
を
し
て
い
る
と
な
、
ｉ
一
一

竃㎜



自分か５の・石は、自分た５て守る

地域で救う

大規模災害か起きたとき|よ、行政や､肖司汽けのわてはとても補いされません

災害が起きたときに頼りになり、また、町Iけ合うことかてきるのは、近温の人

そこに灯む地域の力か大切です

詞
反
Ｉ
ブ
フ
ン
」
の
説
明
会
か
集
落
で

旨
わ
ｎ
汁
し
た
。
Ｊ
く
に
ビ
ン
と
き
ま

Ｌ
だ
、
こ
れ
に
然
£
し
な
け
れ
ぱ
い
け

な
い
の
は
、
私
の
家
だ
と
。

　
一
文
―
衆
に
は
４
く
近
所
の
乃
か
な
っ

ア
く
μ
μ
〔
。
た
の
で
Ｉ
９
ぴ
。
冪
庭
の
一

哨
を
よ
く
淳
一
し
て
い
る
人
に
支
援
し

乙
も
ら
オ
る
と
い
う
こ
と
で
『
と
で
右

価
り
し
ｔ
し
た
。

　
Ｊ
蜻
５
Ｈ
は
『
私
か
母
の
代
わ
り
に

ｔ
ａ
し
才
』
た
。
毛
布
と
ひ
、
繭
自
一
つ

一
だ
」
と
か
い
ろ
い
ろ
な
救
助
用
貝
か
痛

恨
さ
れ
濠
し
た
だ
、
不
目
座
な
か
ら
だ

咎
老
で
晦
り
っ
の
は
本
人
に
は
苦
痛
で

４
な
い
甲
乙
感
。
じ
ｉ
し
砥
。
そ
れ
よ
り

朽
、
敷
い
た
毛
布
に
司
卿
‐
発
賢
、
そ
の

ま
ま
玄
Ｖ
Ｉ
で
涸
・
♭
せ
る
万
法
か
一
乖

い
い
の
ｒ
は
と
吟
じ
ま
し
た
。
や
っ
て

み
な
い
ｒ
わ
か
ら
な
い
も
の
で
す
。

　
目
分
Ｍ
９
、
介
海
す
る
恢
と
、
さ
れ

る
劃
か
り
の
両
方
か
ら
初
め
て
気
つ
く

７
と
か
か
く
さ
ん
恥
り
即
発
に
な
り
ま

ｂ
た
し
『
叉
一
考
の
方
と
も
、
一
つ
ひ

と
つ
確
吹
で
き
か
率
か
幌
よ
り
険
か
っ

か
と
思
’
。
て
い
ま
瓦
。

　
捷
隋
芦
れ
る
Ｉ
、
と
支
援
す
る
Ｉ
ハ
が
、

お
ａ
い
に
申
慣
脊
よ
く
即
ゐ
軍
か
大
切

戸
と
感
Ｇ
Ξ
し
た
。

　
一
人
ひ
と
○
を
地
域
で
９
る
た
め
に

は
、
そ
の
人
の
私
生
活
に
ま
で
昌
み
込

ま
な
け
れ
ぱ
な
『
り
な
い
り
け
で
、
個
人

情
報
と
い
う
大
き
な
』
も
昌
り
ま
し
た

か
。
今
は
『
や
っ
て
良
か
っ
た
と
い
う

の
ぴ
、
素
直
な
思
想
で
す
。

　
実
際
に
作
業
を
進
め
て
み
る
と
、
マ

ー
ー
。
ア
ル
ー
○
に
は
い
か
ｇ
い
こ
と
ぴ

多
く
、
霊
援
一
Ｉ
リ
ス
ト
ー
つ
を
作
る

だ
け
で
５
、
周
回
も
話
し
合
い
を
し
ま

し
た
。

　
私
の
鳩
合
は
、
教
員
生
活
で
経
験
し

た
字
咬
で
の
Ｉ
―
訓
膀
を
吋
い
出
し
な

ぴ
５
、
耽
。
恒
に
照
ら
し
き
り
世
。
爾
合

一
所
で
の
人
員
一
認
か
間
一
に
で
雰
る

よ
う
に
、
隣
一
瞬
Ｑ
の
立
て
屹
を
守
て

る
な
ど
ー
夭
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も

当
日
の
訓
練
で
は
、
想
’
一
し
て
い
ｒ
以

土
に
唯
々
な
垢
面
に
厦
一
Ｌ
ま
し
ｒ
。

　
今
後
は
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こ
の
経
験
を
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か
し
て
、

自
一
防
饗
剛
嵯
か
で
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れ
は
い
い
な
こ

Ｓ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
目
分

か
区
昂
と
し
て
間
わ
っ
こ
ぎ
厄
晦
験

聚
、
そ
っ
く
り
次
の
区
長
に
引
き
瞬
ぐ

零
ぴ
感
零
か
ご
思
い
、
祠
知
坏
り
ｆ
埋

酌
て
い
φ
ｒ
こ
ろ
で
す
。

に
な
っ
た
な
ど
と
闇
く
と
、
や
は
り
不

一
で
Ｉ
。

　
そ
の
よ
う
な
思
い
の
中
。
日
月
に
聞

か
れ
瓦
区
会
で
、
蛮
援
一
巻
リ
ス
ト
作

窪
の
話
を
初
め
て
関
い
た
と
き
、
こ
れ

は
い
い
取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
塔
一
区
で
は
、
愚
初
に
回
覧
板
で
』

一
匯
髄
リ
ス
ト
ヘ
の
！
睡
の
希
』
一
敗

○
ま
し
た
か
、
ゼ
ロ
で
し
た
。
そ
こ
で
、

今
度
は
一
人
・
ら
し
の
高
齢
者
を
申
心

に
一
料
一
軒
私
と
Ｓ
呪
�
で
説
明
し
て

回
り
ま
し
た
。
す
る
と
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一
じ
ゃ
あ
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お
願
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し
よ
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。
一
と
い
つ
方
が
出

て
き
！
し
た
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に
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探
し
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か
あ
っ

茫
時
酋
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駆
け
つ
け
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れ
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よ
う
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隣
近
所
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お
Ｉ
い
し
、
一
お
互
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様
だ
な
ら
」
と
快
く
引
き
９
け
て
も
ら

い
ま
し
茫
。

　
実
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害
に
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っ
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通
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か
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淮
せ
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か
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っ
と
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菱
一
蜀
の
仙
の
ど
こ
か
に
『
一
緒
に
逃

げ
な
い
こ
Ｉ
』
と
浮
か
ん
で
く
る
で
し

ょ
う
。
そ
れ
が
章
一
だ
と
Ｉ
い
ま
可
。
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鴫
溺
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体
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『
や
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み
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が
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と
阿
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じ
ま
し
た
。

そ
し
て
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所
・
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訊
ひ
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き
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だ
と
い
う
こ
と
。
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強
く
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か
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に
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みんなで災害を乗り越えるために、

　　　　みんなか無事を喜べるように…これからも続きます。
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平成20年度 上半期の財政状況

マI眉０４９９りFtのわび司の唇らＪの内容は、下の喪のとお○です。

脚部62伺い匍万円で当初予算を塀耀し、９月来＆での一正予降を含め

た総額μ９倣2SO万円となり、ヒ字間を経過した現在、歳入歳出とも順

調に執行詐椚てLI瓜Ｊ。

　町財政は地乃又吋税等の減額により厳しい状況か続いていま７び、iJの

り財政改・フラン。弟ｉ次塹向おｉに略づき、より一廓的なり財政ｌ筥に

努めてい直ｉ。
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11安全に蕃らすために

を調べてみませんか？
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▼対象住ｉは、則膜診断者派遣事菓ど周回

　左記の通りとしま豆。その中で診断審美屯

　実施したＭ緊、削良唇温を澗たきないもの

　とします。
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長寿(後期高齢者)医療制度が

　　　改善されました!!

¶、麗麗年金だけでーらしているなど、飛揚の低い憬帯の方

・　　　　軽減割合

｜　平成2ひ年度 平成21年度

33万円以下 7割⇒85割
９割（歿保険者全員か年

余収入園万円以下の場合）

２．畦里程肺臓剔ｇど荼摺の仮し1方｛年歯暇λでIS3刀円－211万円までl

　所得に応Ｕた佃随一｛所槽禰｝｝岫単一一座に纒�

　幽21年産からIS、年金－λによ０襲滅皐が真ｇりま首．

　保険料岑、年金から支払っている方のうち、以下のいずれかの要件を満たす

万は、生活部保険年金班窓□に備え付けてある甲出霧を提出ｊることによ０、

保険料を口座振努で支払うことができるようにな○ま雰。（なお、金融機関で

□座振替の手続きをし、本人控えを持参してください｡）

　　　　　　　　　（要件）

○これまでの２年間、国民健康保険料の納め忘れかなかった方（国

　民健康保険へ加入していた万）

○年金収入180万円未満の方で、世帯主や配偶酉び、本人に代わっ

　て□座振替で保険料を納付される方（長寿医療制度に加入する莉

　日に、社会保険などの被扶養者であった方）

　なお、申し出をしていただいても、すぐに年金天引きが停止されませんので、

ご了承願いま・。（停止は、甲し出から２～３か月後となりま・）

【問い合わせ先　生活部保銕年金班�84－1513】



まちの話題
みなさんの活躍を紹介します
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